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アグリパークは和光市の貴重な地域資源！みんなでつくる「農のあるまち」
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平成２４年度農業体験センター来場者9,447人、


イベント・講習会などの事業参加者増加率５５０％





平成２４年度、和光生ごみ市民会議がアグリパーク農業体験センターと市民農園の管理運営を委託されました。


私たちは、ここアグリパークを和光市の貴重な地域資源としてみんなでつくる「農あるまち」をキャッチフレーズに、地権者の協力を得ながらより多くの市民にこの豊かな自然のあるアグリパークを周知してもらうことを目標として事業を行ってきました。


昨年度の実績を高く評価され、引き続き協働事業制度「農業体験センター及び市民農園管理運営事業」を和光生ごみ市民会議が受託しました。「協働事業制度」は、行政・市民団体と対等に話し合いながら目標に向かって事業を行っていくものです。


　坂下土地改良区環境保全組合、市民農園利用者の皆様、他市民団体の協力支援を得ながら、より満足度の高いものにして行きたいと思います。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和光生ごみ市民会議一同





●除草対策にご協力をお願いします●


毎年６月は雑草の繁茂する時期です。少しでも作物への影響を少なくし、市民農園の景観環境をよくしたいと思います。今年度は区画の共有通路に防草シートを敷きますので皆様ご自分の区画を除草されましたら管理員までご連絡をお願いします。





農業相談と講習会





４月２０日、今年度から初めて市民農園の区画で実地体験をしました


耕す前に、草取り→鍬の使い方など実践して、正しい使い方を経験しました。道具は末代まで使える！講師の清水誠


市さんの農機具も代々使用


しているものでした。


無理な使い方をするのと鍬


などの柄が折れてしまいま


す。正しいコツを学び、良


い農業相談となりました。














今年度のアグリパーク管理員の紹介


和光生ごみ市民会議の冨岡忠男、福田佳人、増田博、松井義次郎の４人が１日一人体制で９時～17時まで交代勤務しています。農業体験センターは誰でも気軽に来ていただける憩いの交流広場です。ぜひご利用を！





　和光生ごみ市民会議は、生ごみを貴重な有機資源として、台所の食品残渣を堆肥化し、無農薬、有機栽培で野菜を栽培し、食卓に載せる持続可能な循環型食品リサイクルシステムを構築し、自然環境をよくすることで循環型社会、住民共生の地域社会を実現することを目的としています。








